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問
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意
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北
方
領
土
の
「
二
島
先
行
引
き
渡
し
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
日
ソ
共
同
宣
言
」
署
名
か
ら
六
十
年
を
迎
え
、
本
年
十
二
月
に
は
日
ロ
首
脳
会
談
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
北
方
領
土
問
題

に
対
す
る
国
民
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
（
�
）
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
政
府
の
基
本
的
立
場
（
イ
）
歯
舞
群
島
、
色
丹

島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
か
ら
な
る
北
方
四
島
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
一
度
も
外
国
の
領
土
と
な
っ
た
こ
と
が
な
い
我
が
国
固

有
の
領
土
で
あ
る
。
我
が
国
と
し
て
は
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島
の
帰
属
の
問
題
を
解
決
し
て
平
和
条
約
を

締
結
す
る
と
い
う
一
貫
し
た
基
本
方
針
の
下
、
粘
り
強
い
交
渉
を
継
続
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
お
よ
び
平
成
二

十
八
年
十
月
三
日
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
「
日
本
の
立
場
は
ず
っ
と
一
貫
し
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
は
ま
ず
、
北
方
領
土
は

日
本
の
固
有
の
領
土
で
あ
る
と
い
う
日
本
の
不
変
の
立
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
平
和
条
約
の
締
結
は
、
ど
う
い
う
と
き

に
平
和
条
約
を
締
結
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
四
島
の
帰
属
問
題
を
解
決
し
て
平
和
条
約
を
締
結
す
る
、
こ
れ

が
全
て
で
あ
り
ま
す
」
と
安
倍
総
理
が
答
弁
し
て
い
る
が
、
こ
の
政
府
の
方
針
に
変
更
は
な
い
の
か
。

二

本
年
十
月
十
九
日
付
け
朝
日
新
聞
朝
刊
は
岸
信
夫
外
務
副
大
臣
が
日
本
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
二
島
先
行
引
き
渡

一



し
も
選
択
肢
か
」
と
問
わ
れ
、
「
広
い
オ
プ
シ
ョ
ン
の
中
で
解
決
策
を
見
出
し
て
い
く
」
と
否
定
し
な
か
っ
た
、
と
報
じ
て

い
る
。
政
府
は
「
二
島
先
行
引
き
渡
し
」
を
検
討
し
、
受
け
入
れ
る
考
え
が
あ
る
の
か
。
明
確
に
回
答
さ
れ
た
い
。

三

仮
に
「
二
島
先
行
引
き
渡
し
」
と
な
っ
た
場
合
、
残
る
二
島
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
側
と
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
す
る
の

か
。
方
針
を
伺
い
た
い
。

四

一
九
五
六
年
の
「
日
本
国
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
と
の
共
同
宣
言
」
で
は
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和

国
連
邦
は
、
日
本
国
の
要
望
に
こ
た
え
か
つ
日
本
国
の
利
益
を
考
慮
し
て
、
歯
舞
群
島
及
び
色
丹
島
を
日
本
国
に
引
き
渡
す

こ
と
に
同
意
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
諸
島
は
、
日
本
国
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
と
の
間
の
平
和
条
約
が

締
結
さ
れ
た
後
に
現
実
に
引
き
渡
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
北
方
領
土
返
還
の
前
に
、
平
和
条
約
が
締
結
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
こ
の
文
書
の
「
現
実
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

五

菅
官
房
長
官
は
、
本
年
十
月
十
七
日
の
記
者
会
見
で
「
（
北
方
）
四
島
の
帰
属
問
題
を
解
決
し
、
平
和
条
約
を
締
結
す

る
。
そ
の
従
来
方
針
に
ま
っ
た
く
変
わ
り
は
な
い
」
と
述
べ
た
（
同
日
付
ロ
イ
タ
ー
通
信
配
信
）
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
事

実
か
。
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
「
平
和
条
約
締
結
後
に
二
島
返
還
す
る
」
と
の
前
述
共
同
宣
言
の
内
容
と
の
整
合
性
は
ど
う
な

る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



六

「
日
本
国
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
と
の
共
同
宣
言
」
は
現
在
で
も
有
効
か
。

七

菅
官
房
長
官
は
前
述
会
見
で
共
同
統
治
案
の
報
道
に
対
し
「
そ
う
し
た
事
実
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
検
討

し
た
事
実
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
か
、
「
共
同
統
治
」
そ
の
も
の
を
政
府
と
し
て
否
定
し
て
い
る
の
か
。
今
後
の
交
渉
の
経

緯
に
よ
っ
て
は
「
共
同
統
治
」
の
可
能
性
も
残
っ
て
い
る
の
か
。
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。

八

わ
が
国
が
領
土
を
「
共
同
統
治
」
し
た
前
例
は
あ
る
の
か
。

九

十
二
月
の
日
ロ
首
脳
会
談
で
、
北
方
領
土
問
題
は
解
決
す
る
の
か
、
政
府
の
決
意
と
見
通
し
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


